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・ 小中学校の給食費無償化
・町営バス１８歳以下無料化
・多子世帯保育料の軽減
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令和6年度決算令和6年度決算
決
算
概
要

令和6年度決算概要まとめ令和6年度決算概要まとめ

★６会計全て黒字決算★６会計全て黒字決算
※1　実質公債費比率とは、借金返済

費（公債費）の標準財政規模（通
常な状態で得られる収入（町税
＋地方交付税）の総額、35.9
億円）に対する比率で、低いほ
ど良い。

※2　経常収支比率とは、毎年使われ
ざるを得ない経費（人件費、扶
助費、公債費など）の毎年入る
収入（町税、地方交付税など）
に対する比率。この値が高いと
行政需要の変化に対応する施策
に充てる財源確保が難しいこと
を示す。

※ 3　一般会計とは基本的な行政サービス（教育・福祉・土木など）を
行うための経理。

※4　特定の事業を行う為に、特定の収入を充てて経理を行う会計。
　　　工場誘致・国民健康保険・後期高齢者医療事業など。

※5　企業会計とは、水道事業、下水道事業等、
　　　独立採算制で運営される事業の会計。

・基金残高（貯金）	 29.4億円(3.5億円増)
・町債残高（借金）	 63.0億円(7.6億円減)
・実質公債費比率※1	 11.9％(0.2ポイント減)
・経常収支比率※2	 87.4％(0.2ポイント増)

対前年増減

決算額 一般会計※3
工場誘致等
特別会計

国民健康保険
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

A歳入額 51億4,922万円 608万円 9億7,555万円 1億9,237万円

B歳出額 50億6,257万円 0円 9億6,848万円 1億9,203万円

黒字額A-B 8,665万円 608万円 707万円 34万円

決算額 水道事業会計
下水道
事業会計

A総収益 2億3,266万円 4億3,575万円

B総費用 1億8,204万円 3億6,639万円

純利益A-B 5,062万円 6,936万円

■ 一般会計・特別会計※4 は黒字

■ 借金（町債）・貯金（基金）の推移

■ 企業会計※5も黒字
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決 算 審 査決 算 審 査
決
算
審
査

■ 令和 6 年度各課の主な事業

予算決算特別委員会は議員全員で 2日半にわたり、令和 6年度各会計決算書（一般会計、工
場誘致等特別会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、水道事業会計、下水道事
業会計）について審査した。その結果、財政状況が改善傾向にあるが、更なる経費の見直しと財
源確保が求められるとした。また、全体的には、おおむね健全な事務・事業の執行が図られたと
認められた。さらに、決算審査の重要事項を「令和 6年度決算に関する附帯決議（4頁）」とし
てまとめ、理事者への対応を求め、全議員の賛成で、令和 6年度決算を「認定」した。

議会費 0.6億円

民生費 15.4億円

総務費 10.8億円

衛生費 2.6億円

農林水産業費 3.1億円

公債費 7.4億円

教育費 4.9億円

消防費 2.1億円

土木費 2.5億円

労働・商工費
   1.2億円

■ 令和 6 年度歳出決算額 50.6 億円

●健康福祉課
・小中学生の生活習慣病予防へ
の健康指導強化
●学校保育課
・学校給食費無償化実施
・多子世帯の保育料軽減
・不登校児童の居場所として中
間教室を稼働

●総務課
・ふるさと応援寄付金1億
　2500万円達成
・全棟空き家調査
●住民課
・町営バス小中高校生無料化実施 
●生涯学習課
・美術館指定管理者への指導強化

●建設水道課
・会染西部ほ場での高収益作物
栽培開始に向けた耕作条件の
改善
●振興課
・10年後の農地利用の姿を明
確にする「地域計画・目標地
図の作成」
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付
帯
決
議
書

令和 6年度決算に関する附帯決議書

１．財政の健全化について
町の財政は改善傾向にありますが、持続可能な財政運営に向け、以下の点に留意され、更な
る財政基盤の強化に取り組まれたい。

①「企業版ふるさと納税」について
令和 6 年度、新たな財源として「企業版ふるさと応援寄付金」を獲得したことは意義深いこ
とと評価する。今後も引き続き同寄付金の獲得に努め、将来に備えた積立金の増額を図られ
たい。

②「ふるさと応援寄付金」について　
令和 6 年度の「ふるさと応援寄付金」が、ポータルサイトを増設などの努力により過去最高
の 1 億 2,500 万円に達したことも、大いに評価するものである。
今後は、返礼品に偽装が起きない仕組みを検討されると共に、消費者の目線に立った品目の
拡充を図られたい。また、寄付金の活用状況を納税者へ知らせる取り組みを強化されたい。

２．地域コミュニティと社会基盤の強化について
①自治会活動への支援について

自治会活動における課題解決のため、自治会協議会で課題を協議できるように援助し解決策
を共に見いだせるよう支援されたい。

②有害鳥獣対策について
猟友会員の待遇改善を図り、新たな担い手確保に努められたい。また、捕獲された鳥獣を有
効活用するため、ジビエの加工処理施設の円滑な稼働に努められたい。

③公共交通対策について
大糸線利用促進期成同盟会・大糸線ゆう浪漫委員会の活性化に努められたい。

④町営住宅対策について
町営住宅の改築に当たっては、居住者の意向を尊重し進められたい。

⑤林中ふれあい公園について
林中ふれあい公園の廃止にあたっては、地域住民の意見を十分に聴取されたい。

３．教育と文化芸術の振興について
①部活動の地域移行について 

中学校の部活動の地域移行は指導者の適正報酬の検討や送迎にともなう保護者の負担増など
を勘案し、無理のない地域移行が図られるよう検討されたい。

②文化芸術教育について
小中学校の児童・生徒に対し、無償で音楽鑑賞の機会を提供し、豊かな感性を育む文化教育
を推進されたい。

③会染小学校のスクールバス運行について
会染小学校のスクールバス運行ルートは関係者の意見を聴取し、渋中や内鎌などへの運行も
含め検討されたい。

④美術館の収蔵品について 
美術館の収蔵品については、有識者による再評価に基づき、整理・処分を検討されたい。また、
町の魅力を高める新たな収蔵品の確保に努められたい。

9 月議会の決算審査のなかで、特に重要と思われる事項を「附
帯決議」としてまとめ、町三役に提出し、議会として今後の町政
運営に活かしていただくよう求めました。
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一
般
会
計
補
正
予
算 ◎旧会染保育園改修補助金◎旧会染保育園改修補助金

　7,500 万円　7,500 万円

10 月臨時議会、農業法人「信州池田アグリ」への出資金予算を可決 !!10 月臨時議会、農業法人「信州池田アグリ」への出資金予算を可決 !!
～農業法人出資金予算を巡る経過～～農業法人出資金予算を巡る経過～

〈委員会での質疑〉
問：今後の建物の維持管理費は。
答：基本的には事業者が持つ。但し、指定避難所とな
るため電気料基本料金の半額は町が負担する。詳
細は今後、さらに詰める。

問：今後の改修工事内容は議会に知らせて欲しい。
答：知らせる。 

〈9月 17日〉
町長から農業法人出資金は今回の補正予算から削除
し、町民説明会を行った後、再提出したいとの意向
が示された。翌日の議会最終日に農業法人出資金を
除いた訂正補正予算案が出され、賛成多数で可決。

〈9月 29日〉
町民説明会が実施される。

〈10月 7日〉
臨時議会に農業法人出資金予算の補正予算議案が再
度提出され、賛成多数で可決。

【反対討論（薄井・矢口・安部議員）】
●町民説明会は開かれたが、町民の理解は十分とは言
えない。今やるべきこと は、皆でよく話合い、課
題解決の現実的な事業・財政計画を立てることであ
る。それ抜きでは、農業者・町民の皆さんの協力は
得られ難くなることを危惧する。
●第 3セクターの成功例は少ないことを忘れてはな
らない。

【賛成討論（三枝・和澤議員）】
●町長の姿勢を信頼する。1年半前の議会が法人設立
を議決したことを重く受けとめるべきである。
●農業の課題解決にスピード感をもって、第一歩を踏
み出すことは必要である。

〈町説明〉
　来年 4月からの旧会染保育園での民間保育園
開始に備え、事業者（有限会社ネイチャーセン
ター、長野市）が施設改修を行う。町は、改修費
用の一部7,500万円を補助する。

【主な改修予定】
・屋根の全面塗装 ・照明の LED化
・部屋の統合　　 ・床を県産材に
【改修見積額】1億円を越える。

〈町説明〉
●新農業法人は経営会議を 7回ほど開き協議し
てきたが、結論がでない。また、法人の代表取
締役が病気を理由に辞任の意向を示された。
●この状況を打開するには、町が期限を区切って
法人を主導し、町の方針を法人の方針としてい
く以外にないと考え、9月 3日の臨時株主総
会で町長が法人代表に就任する旨の議案が承認
された。
●町長が代表取締役に就くには、町が法人株の過
半数以上持つことが地方自治法で定められてお
り、不足分 36株を購入するのに 180 万円が
必要となるので計上した。

〈本会議初日・予算決算委員会での質疑〉
問：町長の法人代表は、町財政への影響も考えら
れる重要問題で、町民への説明が必要である。
町農業の課題を解決するには農業者や町民の
協力が不可欠である。今回の措置で協力が得
られなくなるのではと危惧する。再考して欲
しい。

答：社長が辞任を決めた今がタイミングと考え、
提出した。理解して欲しい。

【財源】
・国交付金　  6,100 万円
・町基金から  1,400 万円

【出資金】180万円
【財　源】町一般財源

補正額 2 億 968 万円を追加し、予算総額は 57億 4,649 万円

一 般 会 計 補 正 予 算（ 第 4 号 ）の 目 玉 事 業一 般 会 計 補 正 予 算（ 第 4 号 ）の 目 玉 事 業

来年度開園に向け改修工事が始まる旧会染保育園
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可
決
さ
れ
た
議
案
内
容

全議員の賛成で可決した議案全議員の賛成で可決した議案
財産の取得議案（700万円以上の備品購入には議会議決が必要）

6 年度繰り越し事業6 年度繰り越し事業
8 月 7 日臨時会8 月 7 日臨時会

9 月定例会9 月定例会

8 月 7 日臨時会8 月 7 日臨時会

9 月定例会9 月定例会

◎気化熱冷風機　8台購入議案…………………………………………968万円
◎簡易ベッド1,604台・避難ルーム 592張り購入議案… ……1,514万円

【財源】総額  5,456 万円
・国庫支出金　2,728万円 (50.0%)　・町債　1,249万円 (22.9%)
・町一般財源　1,184万円 (21.7%)　・町基金　295万円 ( 5.4%)

◎トイレカー　2台購入議案…………………………………………1,993万円
◎トイレトレーラー　1台購入議案……………………………………981万円

◎一般会計補正予算（第3号）………………………………… 補正額 97万円
・総合福祉センターのトイレ修繕………………………………………  26万円
・デイサービスセンターのエアコン設置……………………………… 43万円
・県ポンプ操法大会経費（小型ポンプ操法の部で県大会優勝）… … 28万円

◎ 一般会計補正予算（第5号）… ………………………… 補正額 595万円
・総合福祉センターのボイラー改修費増額予算… 595万円（総額2,220万円）
【内容】物価高騰による工事費高騰への補填　【財源】基金繰り入れ
◎職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正議案
◎職員の育児休業に関する条例の一部改正議案
【内容】人事院の「公務員人事管理に関する報告」で、「仕事と生活の両立支援のの拡充」に係
わる項目が明らかにされ、次の 2項目は本年 10月 1日から実施措置を講ずる必要があるの
で上程した。

　①育児時間の取得パターンの多様化を保障すること。
　②仕事と育児の両立支援制度の利用に関する職員の意向確認を行うこと。

簡易ベッド 避難ルーム２人用 気化熱冷風機

正面正面 側面側面

【トイレカー】
車にトイレ（大便器２基）
を載せ移動する。

［イメージ図］
【トイレトレーラー】
トイレ（大便器室２部屋）を
牽引車に曳かれ移動する。
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最終日の討論内容最終日の討論内容
　予算決算特別委員会・常任委員会で審議された認定案件、議案、請願・陳情などは議
会最終日に討論・採決します。主な案件の審査結果・討論で出された意見を紹介します。

最
終
日
討
論

令和 6 年度一般会計歳入歳出決算の認定令和 6 年度一般会計歳入歳出決算の認定
内　　容：令和6年度池田町一般会計予算執行後の決算認定
審査結果：全議員の賛成で「認定」した。
〈賛成討論〉
【薄井孝彦議員】
令和6年度、初めて「企業版ふるさと応援寄付金」を確保したこと　「ふるさと応援寄付金」が過去最高の1
億 2500万円となったこと、東日本文化財団の助成金を用い、「岡 麓終焉の家」を修繕したことは評価できる。
町財政は改善傾向にあるが、経常収支比率は 0.2 ポイント高くなっており、更なる経費の見直しと財源確
保を要望し、賛成討論とする。

【服部久子議員】
令和6年度途中から学校給食費を無償化し、多子世帯の保育料を減免した。引き続き生活支援の実施を求め、
賛成する。

令和 7 年度一般会計補正予算（第 4 号）令和 7 年度一般会計補正予算（第 4 号）
内　　容：提出した補正予算を訂正し、農業法人出資金180万円を減額した訂正予算とした。
審査結果：賛成多数で「可決」した。
〈賛成討論〉
【三枝三七子議員】
町長の決断により、提出した補正予算から農業法人出資金180万円を減額したことが農業関係者の信頼を
取り戻し、良い方向に向かうと期待している。そのためにも、農業法人信州池田アグリ株式会社が既存の営
農法人の支えとなり、しっかりした基盤を構築することを望み、2023年 12月の農業振興協議会の答申総
括もお願いする。

【矢口結以議員】
旧会染保育園で来年度から有限会社ネイチャーセンターが民間保育園を開設するための改修予算が盛られ
た。改修により、子どもや職員が安心して過ごせる場となよう開園に向け、滞りなく進めるようお願いし、
賛成討論とする。

請願・陳情請願・陳情
●高額療養窓口負担引き上げの中止・撤回を求める陳情
内　　容：高額療養費の限度額の引き上げの中止・撤回を求める。
審査結果：全議員の賛成で採択。
〈賛成討論〉
【服部久子議員】限度額の引き上げは患者の命を脅かすことになるので賛成する。
●柏崎刈羽原発の再稼働見直し及び長野県民の意思を確認する意見書提出を求める陳情書
内　　容：柏﨑刈羽原発で重大事故が起こった場合、長野県民に大きな被害をもたらすため再稼働に反対する。
　　　　　再稼働決定には長野県民の意思確認を求める。
審査結果：賛成多数で「趣旨採択」
〈賛成討論〉
【三枝三七子議員】原子力災害は全ての生存権を奪うことを理解し、採択して欲しい。
　参考：本陳情は総務福祉委員会で審議され、賛成多数で「趣旨採択」であった。
　「趣旨採択」の意見は下記のとおりである。
　・陳情の趣旨は理解できるが、本陳情書は陳情書の様式に沿っていないため、分かり
　　にくい｡ このままの陳情書を池田町議会の陳情書として出すのは適当でない。
　・陳情先に、新潟県議会、柏崎市長がないのも理解できない。
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主な議案の説明と
審査結果

8月臨時会
9月定例会
10月臨時会
提出案件

◯…賛成　●…反対

区
分 件　　　　　名

審
査
結
果

矢
口
結
以

三
枝
三
七
子

安
部
　

誠

山
﨑
正
治

大
厩
美
秋

中
山
　

眞

大
出
美
晴

和
澤
忠
志

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

横

澤
は

ま

８
月
臨
時
会

議
案

財産の取得について（気化熱冷風機　8台購入） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

財産の取得について（簡易ベッド 1,604台・避難ルーム592張り購入） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和７年度一般会計補正予算（第３号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

9
月
定
例
会

認
定

令和6年度一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和6年度工場誘致等特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和6年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和6年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議
案

令和6年度水道事業会計の剰余金処分及び決算の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和6年度下水道事業会計の剰余金処分及び決算の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

池田町特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について（選挙に係わる特別職職員の日額報酬改定） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

池田町議会議員及び池田町長の選挙における選挙運動の公営に関す
る条例の一部改正（選挙運動用ビラ・ポスターの作成単価の引き上げ） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

町道の路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和7年度一般会計補正予算（第4号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ −

令和7年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和7年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

穂高広域施設組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

財産の取得について（トイレカー  2台購入） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

財産の取得について（トイレトレーラー  1台購入） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和７年度一般会計補正予算（第５号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

請
願
・
陳
情

「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保」・「義務
教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択の請願につい
て 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

高額医療費窓口負担引き上げの中止・撤回を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

柏崎刈羽原発の再稼働見直し及び長野県民の意思を確認する意見
書提出を求める陳情書 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● −

発
議

「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保」と「義務
教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ −

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ −

高額療養費窓口負担引き上げの中止・撤回を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
10
月
臨
時
会

議
案 令和７年度一般会計補正予算（第6号）について 可決 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● −

※横澤議長は通常は表決に加わりません。

● 9 月定例会・10 月臨時会の概要
9月定例会は9月1日から9月18日まで行われ、認定4件・議案14件を審議し、全てを認定、可決しました。
また、請願 2件・陳情 2件を審査し、陳情 1件を除き採択し、関係機関に意見書を送付しました。10月臨
時会は10月 7日に開かれ、一般会計予算に農業法人出資金（180万円）を追加する補正予算議案を審議し、
賛成多数で可決しました。



質問者 主な質問事項

三枝三七子議員 ・池田町における農業の在り方について
　信州池田アグリと農振協方針

中山　 眞 議員 ・町の人口減少対策は何を基に行うのか
・美術館の運営問題を問う

矢口 結以 議員 ・空き家活用促進の新たな可能性を問う
・空き家活用の先進事例を導入する考えは

山﨑 正治 議員
・池田町のブランド化で交流人口の拡大を
・池田町の真の教育改革とは
・戦後 80 年、平和教育の現状を問う

服部久子 議員

・子どもの権利条約に基づく取り組みを
・保育環境と保育士の待遇を問う
・補聴器購入の補助を求める
・近視の児童・生徒に対して、町の具体的対応は

薄井 孝彦議員
・人口減少対策の全体像を町民に説明を
・都市計画マスタープランの早期変更を
・町農業の振興策を問う

大出 美晴 議員

・広津地区展望台の環境整備を
・農業法人の考え方について
・旧北保育園の見通しは
・民間保育園を増やしていくのか

安部　 誠 議員 ・地域循環型社会の賑わいをつくる方策は
・地域資源の活用とゼロカーボン社会の推進を

８議員が町政を問う！！８議員が町政を問う！！
一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の考えを
基に、町長や教育長などの考えを問うものです。

みなさんのお考え、思いをお聞かせください。

・教育のこと
・農業のこと
・公共交通のこと

・防災のこと
・商店のこと
・困ったこと

お　し　ら　せ
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矢
口
　
結 

議
員

空
き
家
活
用
促
進
の
た

め
新
た
な
取
り
組
み
の

可
能
性
を
問
う

中
山
　
眞 

議
員

町
の
人
口
減
少
対
策

は
何
を
基
に
行
う
の
か

三
枝
三
七
子 

議
員

池
田
町
に
お
け
る
農
業

の
在
り
方
に
つ
い
て

一
般
質
問問

池
田
町
の
農
業
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
農
業

振
興
協
議
会
は
全
10
回
の
会
議
を
開
催
し
、
令

和
5
年
12
月
4
日
に
最
終
答
申
を
行
っ
た
。
答
申
内
容

は
、
社
口
原
に
偏
り
、
町
全
体
の
農
業
計
画
と
は
言
い

難
い
。
当
時
は
最
終
答
申
の
事
実
確
認
を
精
査
せ
ず
、

町
の
方
向
と
し
た
。
翌
年
の
3
月
議
会
で
、
そ
の
答
申

ど
お
り
に
新
農
業
法
人「
信
州
池
田
ア
グ
リ
株
式
会
社
」

（
以
降
、
ア
グ
リ
）
の
設
立
の
た
め
、
町
か
ら
の
出
資

3
0
0
万
円
が
、
議
会
承
認
さ
れ
、6
月
に
設
立
し
た
。

し
か
し
、
事
業
は
何
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
。
現
状
、
社

口
原
の
耕
作
も
さ
れ
ず
、
利
用
権
の
設
定
も
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
説
明
を
求
め
る
。

町
長　

ア
グ
リ
に
つ
い
て
は
、
9
月
3
日
臨
時
株
主
総

会
で
、正
式
に
丸
山
代
表
取
締
役
の
辞
任
が
承
認
さ
れ
、

私
の
新
代
表
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。
営
農
活
動
は
、
指

摘
の
通
り
行
っ
て
い
な
い
。
ア
グ
リ
の
経
営
会
議
は
今

ま
で
に
7
回
開
か
れ
た
が
話
が
ま
と
ま
ら
ず
、
社
口
原

の
利
用
権
設
定
も
で
き
ず
、
ま
た
、
営
農
計
画
も
明
確

に
な
ら
ず
、
実
働
人
員
も
い
な
か
っ
た
。
法
人
の
収
支

は
、
収
入
は
な
く
百
十
万
円
の
借
り
入
れ
を
行
い
、
支

出
詳
細
は
会
社
設
立
費
用
約
30
万
円
と
、
代
表
の
報
酬

60
万
円
、
合
計
で
約
百
万
円
の
経
費
が
発
生
し
、
出
資

金
を
担
保
に
J
A
大
北
か
ら
借
り
入
れ
た
。
社
口
原

の
利
用
権
は
臨
時
総
会
直
前
に
ア
グ
リ
の
設
定
が
完
了

し
た
。

問
町
は
2
0
1
5
年
に
人
口
1
万
人
台
を
割
り
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
通

り
2
0
2
5
年
に
は
高
齢
化
率
が
40
%
に
達
し
、
生

産
年
齢
人
口
が
50
%
を
下
回
る
推
移
を
示
し
て
い
る
。

正
に
予
測
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
の

町
の
人
口
は
約
9
0
5
0
人
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
間

も
な
く
8
0
0
0
人
台
に
突
入
す
る
。
町
長
の
考
え

る
人
口
減
少
対
策
は
何
を
基
に
、
ど
う
人
口
動
態
を
捉

え
て
い
る
の
か
。

答
人
口
減
少
対
策
の
方
針
は 

①
成
果
目
標
、
② 

町
政
の
運
営
方
針
、
③
最
重
要
施
策
、
④

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
に
具
体
的
施

策
を
検
討
し
て
い
く
。
あ
る
程
度
ゆ
る
や
か
な
人
口
減

少
も
や
む
な
し
と
捉
え
て
い
る
。

問
住
宅
事
情
（
移
住
し
た
く
て
も
住
む
家
が
な
い
）

が
町
の
最
大
の
課
題
と
前
町
政
時
代
か
ら
叫
ば

れ
て
10
年
以
上
が
経
つ
が
、
そ
の
対
策
に
は
民
間
事
業

者
頼
み
の
施
策
が
続
く
。
今
後
住
宅
確
保
を
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

答
土
地
利
用
計
画
の
改
定
が
今
年
始
ま
る
。
何

ら
か
の
規
制
緩
和
を
図
り
、
今
の
状
況
を
改

善
し
た
い
。
土
地
開
発
公
社
が
な
い
現
況
で
、
情
報
提

供
な
ど
不
動
産
業
者
や
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
密
に
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
く
。

問
空
き
家
の
購
入
や
売
却
す
る
際
、
以
前
に
住
ん

で
い
た
方
の
残
置
物
の
整
理
が
困
難
で
あ
る

と
い
う
声
も
あ
る
。
片
付
け
や
処
分
に
相
当
な
費
用

と
労
力
が
か
か
り
、
利
活
用
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

現
状
を
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
や
対
応
を
考
え

る
か
。

答
「
空
き
家
バ
ン
ク
活
用
事
業
補
助
金
」
で
、
片

付
け
や
整
理
費
用
と
し
て
最
大
30
万
円
ま
で
補

助
し
て
い
る
。
前
提
と
し
て
池
田
町
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
広
報
活

動
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
空
き
家
所
有
者
の
方
に
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

問
危
険
な
空
き
家
を
放
置
す
れ
ば
周
辺
地
域
に

様
々
な
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

対
応
期
間
や
優
先
順
位
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う

な
考
え
か
。

答
町
が
個
人
の
財
産
に
介
入
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
極
め
て
慎
重
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

紙
面
で
の
勧
告
や
指
導
も
大
事
だ
が
、
担
当
者
が
所
有

者
と
粘
り
強
く
対
話
し
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
最

も
重
要
だ
と
考
え
る
。
行
政
代
執
行
は
あ
く
ま
で
最
終

手
段
で
あ
る
。

問
空
き
家
の
解
体
後
、
活
用
し
に
く
い
土
地
に
つ

い
て
町
と
し
て
の
対
応
は
。
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一
般
質
問 問

7
回
の
経
営
会
議
で
話
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た

理
由
は
な
に
か
。

答
筆
頭
株
主
で
あ
る
池
田
町
・
J
A
大
北
の
出

資
比
率
が
同
率
で
、
過
半
数
で
は
な
か
っ
た

た
め
に
、
町
が
方
針
を
出
し
て
も
、
結
局
、
会
社
の
方

針
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
今
回
、
町
が
主
導
権
を
握
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
の
は
、
町

の
方
針
と
ア
グ
リ
の
会
社
の
方
針
は
統
一
す
べ
き
だ
と

い
う
事
が
明
確
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

農
振
協
の
答
申
と
現
実
と
の
乖
離
は
ど
う
な
る
の
か

問
農
振
協
会
長
が
作
成
し
た
答
申
の
計
画
に
つ
い

て
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
は
っ
き
り
示
さ
れ
る

べ
き
だ
と
思
う
が
。 

答
計
画
で
社
口
原
は
、
す
ぐ
に
試
験
栽
培
・
作

物
を
植
え
付
け
る
内
容
も
あ
っ
た
が
、
実
際

に
着
任
時
に
土
壌
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
全
く
作
物
を

試
験
栽
培
す
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

り
、
す
ぐ
に
進
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

町
長　

答
申
は
答
申
で
あ
り
、
取
捨
選
択
は
は
っ
き
り

さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
課
長
も
話
し
た
通
り
社
口

原
の
関
係
は
農
協
と
も
話
し
合
い
、
何
と
か
で
き
な
い

か
と
持
ち
か
け
た
が
、「
難
し
い
」
と
断
ら
れ
た
。
人
的

な
問
題
（
庁
内
・
農
業
委
員
会
）
も
、ギ
リ
ギ
リ
で
今
、や
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
状
況
だ
。
第
3
セ
ク
タ
ー
と
な
れ
ば

最
初
の
3
年
間
期
間
を
定
め
職
員
派
遣

が
で
き
る
。
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

意
見　

当
町
、
後
継
者
・
農
地
の
問
題

は
深
刻
だ
。
既
存
の
営
農
法
人
を
し
っ

か
り
と
支
え
て
ほ
し
い
。

査
会
前
に
提
案
内
容
が
実
現
可
能
か
精

査
し
て
い
く
。

問
「
た
だ
い
ま
★
い
け
だ
ま
ち
」
は
“
10
年
経
っ

て
も
ぶ
れ
な
い
”
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
い
る

が
、
U
タ
ー
ン
政
策
だ
け
で
進
め
て
い
く
の
か
。

町
の
主
要
産
業
は
農
業
。
農
業
を
補
完
し
な
が
ら
、
そ

れ
に
商
店
街
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
が
付
随
し
て
い

く
。
I
タ
ー
ン
施
策
で
、
住
む
家
と
と
も
に
働
き
場

の
確
保
で
農
業
者
の
誘
致
や
育
成
を
前
面
に
出
し
た
移

住
政
策
が
重
要
で
は
。
こ
の
I
タ
ー
ン
施
策
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
S
N
S
な
ど
の
情
報
発
信
や
移
住
ツ
ア
ー
に

よ
る
町
の
案
内
と
共
に
、
都
市
圏
で
の
セ
ミ

ナ
ー
や
移
住
者
へ
の
各
種
補
助
な
ど
行
っ
て
い
る
。
就

職
支
援
や
お
試
し
住
宅
な
ど
池
田
町
を
中
心
と
し
た
職

探
し
、
住
宅
探
し
を
支
援
し
て
い
く
。

美
術
館
の
運
営
問
題

問
美
術
館
指
定
管
理
事
業
者
の
公
募
・
審
査
の
課

題
点
は
、
そ
の
場
の
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
で
は
な

く
、
そ
の
信
ぴ
ょ
う
性
、
実
効
性
を
見
極
め
る
こ
と
が

重
要
。
し
か
し
そ
の
場
で
の
判
断
は
難
し
い
。
現
状
は

美
術
館
ス
タ
ッ
フ
任
せ
の
運
営
と
捉
え
て
い
る
。

公
募
・
審
査
の
や
り
方
を
見
直
す
か
、
町
営
に
戻
す
か
、

町
長
の
考
え
は
。

答
令
和
8
年
度
以
降
3
年
間
は
指
定
管
理
方
式

を
継
続
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
反
省
か
ら
、
審

答
檮
原
町
の
取
り
組
み
は
注
目
す

べ
き
だ
が
、
当
町
に
は
不
動
産

業
者
が
お
り
、
檮
原
町
と
は
状
況
が
異

な
る
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
同
様

の
事
業
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

答
10
月
か
ら
、
空
き
家
解
体
撤
去
事
業
補
助
金
を

改
定
す
る
。
隣
接
す
る
複
数
の
建
物
を
解
体
し
、

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
建
設
す
る
場
合
に
最
大
1
0
0
万

円
の
加
算
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
土
地
の
利
活
用
を
促

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
地
区
毎
の
空
き
家
相
談
会
や
講
座
を
実
施
し
、

住
民
に
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
考
え
る
機
会
を

提
供
で
き
な
い
か
。

答
昨
年
度
か
ら
連
続
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
空

き
家
問
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
空
き
家
所
有
者
が
町
外
に

い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
町
と
し
て
は
固
定
資
産
税

の
納
付
書
に
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
な
ど
の
工
夫
で
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
。
ま
ず
は
定
期
的
な
相
談
会
が
現

実
的
だ
と
考
え
る
。

空
き
家
活
用
先
進
事
例
を
導
入
す
る
考
え
は

問
高
知
県
檮ゆ

す
は
ら原
町
で
は
高
齢
者
が
大
き
な
リ

フ
ォ
ー
ム
を
せ
ず
に
暮
ら
す
ケ
ー
ス
が
多
く
あ

り
、
空
き
家
に
な
っ
た
際
に
は
す
ぐ
住
め
る
状
態
で
は

な
い
と
い
う
実
情
が
あ
っ
た
。
町
が
空
き
家
を
借
り
上

げ
て
改
修
し
、
10
〜
12
年
と
い
う
期
間
、
家
賃
を
設
定

し
て
貸
し
出
し
、
最
終
的
に
は
所
有
者
の
手
に
戻
る
と

い
う
事
業
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
国
の
補
助
も
受
け
ら

れ
る
。
ま
ず
は
1
件
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。
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薄
井
　
孝
彦 

議
員

人
口
減
少
対
策
の
全
体

像
を
町
民
に
説
明
を

服
部
　
久
子 

議
員

子
ど
も
の
権
利
条
約
に

基
づ
く
取
り
組
み
を

山
㟢
　
正
治 

議
員

池
田
町
の
ブ
ラ
ン
ド

化
で
交
流
人
口
の
拡

大
を

一
般
質
問問

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館
、創
造
館
、ク
ラ
フ
ト
パ
ー

ク
を
基
軸
と
し
た
池
田
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
要
望

す
る
が
。

答
「
日
本
一 

北
ア
ル
プ
ス
が
美
し
い
町
」
と
し
て
の
ア

ピ
ー
ル
に
向
け
、
今
後
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
運
営
協
議

会
を
中
心
に
幅
広
い
ご
意
見
・
ご
提
案
等
を
い
た
だ
き
な

が
ら
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
全
体
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
を
わ
か
り
や
す
い
名
称
（
北
ア
ル

プ
ス
展
望
公
園
）
で
、
誘
客
人
口
の
拡
大
を
。

答
今
後
の
発
信
時
に
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
名
称
の
前
に

「
北
ア
ル
プ
ス
の
展
望
が
抜
群
!
」、「
北
ア
ル
プ

ス
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
」
な
ど
副
題
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
併
記
す

る
等
も
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
名
称
変
更
は
慎
重
に

対
応
す
る
。

問
「
日
本
一 

北
ア
ル
プ
ス
が
美
し
い
町
」
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
、ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
周
辺
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
。
ま
た
、創
造
館
の
庭
に
展
望
テ
ラ
ス
を
設
置
し
、

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
駐
車
場
で
の
朝
市
を
開
催
で
き
な
い
か
。

答
定
点
カ
メ
ラ
の
ラ
イ
ブ
配
信
は
、
創
造
館
で
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
北
ア
ル
プ
ス
と
田
園
風
景
を

わ
か
り
や
す
く
配
信
す
る
。
展
望
テ
ラ
ス
の
設
置
は
、
関

係
各
所
で
協
議
し
て
い
く
。
朝
市
の
開
催
は
事
業
者
や
団
体

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
幅
広
い
活
用
・
ア
イ
デ
ア
で
真
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
。

問
日
本
の
青
少
年
は
、
精
神
的
幸
福
度
や
自
己
肯
定
感

が
低
く
自
殺
率
が
高
い
。
国
連
子
ど
も
権
利
委
員
会

か
ら
「
教
育
制
度
の
過
度
な
競
争
」「
自
己
の
事
柄
に
自
由

な
表
現
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
勧
告
が
何
度
も
出

て
い
る
。
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
活
か
し
て
、
子
ど
も
が

自
由
に
意
見
表
明
が
で
き
、
自
立
心
を
持
つ
主
権
者
教
育

を
進
め
る
た
め
に
子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
の
検
討
を
求

め
る
が
。

答
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
。町
の
教
育
大
綱
は
、

ど
の
子
も
あ
り
の
ま
ま
を
尊
重
し
、
主
人
公
は
子

ど
も
た
ち
と
明
記
さ
れ
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
と
重
な
る
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
精
神
を
実
践
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

問
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
広
く
町
民
、
若
者
、
教
育
関

係
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
演
会
や
町
民
同

士
の
懇
談
会
な
ど
を
計
画
し
、
普
及
に
努
め
て
ほ
し
い
が
。

答
今
後
、
公
民
館
講
座
な
ど
と
合
わ
せ
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

保
育
環
境
と
保
育
士
の
待
遇
を
聞
く

問
全
国
の
保
育
施
設
の
8
割
が
人
材
不
足
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
原
因
は
、
給
料
が
安
い
、
休
暇
が
取
り

に
く
い
、
労
働
時
間
が
長
い
、
仕
事
量
が
多
い
等
で
あ
る
。

池
田
保
育
園
の
現
状
を
聞
く
。

答
職
員
は
不
足
し
て
い
る
が
、
代
替
職
員
の
登
録
を
増
や

し
、
休
暇
の
確
保
や
仕
事
量
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

問
昨
年
の
町
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
、
人

口
減
少
対
策
の
全
体
像
を
明
確
に
し
、
議
会
・
町
民
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
欲
し
い
が
。

答
来
年
度
予
算
の
編
成
時
ま
で
に
町
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
反
映

し
た
対
策
を
ま
と
め
、
話
し
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
早
期
変
更
を

問
町
の
土
地
利
用
や
施
設
配
置
な
ど
の
将
来
像
を
示
す
「
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
以
降
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」

は
平
成
18
年
に
定
め
て
か
ら
20
年
が
経
過
し
た
。
急
速
な
人
口
減

少
な
ど
社
会
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
町
で
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
都
市
計
画
法
で
は
、「
変

更
の
必
要
が
生
じ
た
時
は
、
遅
滞
な
く
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
定
め
て
い
る
。
町
の
対
応
を
問
う
。

答
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
に
は
多
く
の
費
用
を
要
す
る
。
町

は
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
は
国
の
財
政
支
援
が
あ
る「
立

地
適
正
化
計
画
（
※
）」
の
策
定
と
一
体
的
に
進
め
る
。
町
民
の
意

見
を
十
分
に
聴
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
策
定
に
は
4
年
ほ
ど
か
か

り
、
令
和
10
年
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

※
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
都
市
構
造
を
目
指
す

計
画
。

町
農
業
の
振
興
策
を
問
う

問
国
に
農
業
へ
の
所
得
補
償
制
度
の
導
入
や
農
業
予
算
の
大
幅

増
を
求
め
て
欲
し
い
が
。
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一
般
質
問

池
田
町
の
真
の
教
育
改
革
と
は

問
義
務
教
育
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
問
う
。

答
当
初
は
今
年
の
11
月
に
答
申
の
予
定
だ
っ
た
が
、
今

年
度
中
に
は
答
申
を
あ
げ
る
予
定
で
あ
る
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

問
現
状
維
持
及
び
再
編
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の

集
約
状
況
は
。

答
少
子
化
を
見
据
え
た
小
中
学
校
の
あ
り
方
は
、
現

状
の
ま
ま
と
い
う
意
見
と
、
統
合
等
、
何
か
し
ら
の

対
応
が
望
ま
し
い
と
い
う
意
見
は
半
々
で
あ
る
。

問
義
務
教
育
に
ど
の
よ
う
な
質
の
学
び
が
必
要
か
。

今
回
示
し
た
「
開
示
悟
入
※
」
の
教
授
法
に
対
す

る
考
え
は
。

答
保
小
中
を
通
じ
て
の
「
協
働
的
な
学
び
」
を
柱
と
し

た
保
育
・
授
業
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、「
開
示
悟

入
」
の
考
え
と
目
指
す
も
の
は
同
じ
で
あ
る
。

※
「
開
示
悟
入
（
か
い
じ
ご
に
ゅ
う
）」
の
教
育
法
と
は
、

子
ど
も
の
知
り
た
い
自
発
性
を
開
く
教
育
法
で
あ
る
。

戦
後
80
年
、
平
和
教
育
の
現
状
を
問
う

問
義
務
教
育
の
中
で
の
平
和
教
育
の
現
状
と
未
来
（
課

題
）
は
。

答
平
和
教
育
は
、
社
会
科
の
歴
史
学
習
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
実
施
し
て
い
る
。
今
後
と
も
平
和

教
育
の
大
切
さ
を
学
校
職
員
と
共
有
し
、
取
り
組
み
を
続

答
伝
え
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

問
町
農
業
の
担
い
手
を
増
や
す
方
策
と
し
て
、
農
業
関
係
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
募
集
増
を
。

答
担
当
課
で
管
理
で
き
る
隊
員
は
5
人
な
の
で
そ
の
人
数
を
維

持
し
て
い
き
た
い
。

問
国
の
「
集
落
支
援
員
」
制
度
を
活
用
し
管
理
を
お
願
い
す

れ
ば
、
隊
員
を
増
や
せ
る
の
で
は
。

答
検
討
す
る
。

問
現
在
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
に
、
農
業
機
械
購
入
補
助
金

な
ど
の
支
援
強
化
策
を
。

答
町
独
自
の
農
業
機
械
購
入
補
助
金
の
創
設
は
困
難
で
あ
る
。

他
市
町
村
の
補
助
制
度
は
研
究
し
て
い
く
。

問
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
を
。

答
池
田
町
の
米
は
美
味
し
い
こ
と
を
P
R
す
る
と
と
も
に
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
大
北
農
協
と
協
議
し
て
い
く
。

問
「
池
田
町
ふ
れ
あ
い
農
園
」
の
募
集
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
バ
ナ
ー
か
ら
繋
が
る
措
置
を
。

答
バ
ナ
ー
の
設
置
は
ス
マ
ホ
画
面
が
見
え
に
く
く
な
る
の
で
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
、
移
住
定
住
バ
ナ
ー
か
ら
つ
な
が
る
よ

う
に
す
る
。

意
見　
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
か
ら
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
も
併
せ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
欲
し
い
。

問
保
育
士
配
置
基
準
が
、
昨
年
、
軽
減
さ
れ
た
が
、
町

の
基
準
を
訊
く
。

答
保
育
士
1
人
に
付
き
、
0
歳
児
は
3
人
、
1
歳
児
は

5
人
、
2
歳
児
は
4
人
、
3
歳
児
は
14
人
、
4
歳
児

は
24
人
、
5
歳
児
は
23
人
と
、
国
の
基
準
に
基
づ
い
て
運

営
し
て
い
る
。

問
2
・
3
号
認
定
の
保
育
時
間
内
で
、
保
育
士
が
変

わ
る
状
況
が
あ
る
か
。
保
育
資
格
を
持
た
な
い
人

が
従
事
す
る
こ
と
が
あ
る
か
。

答
2
・
3
号
認
定
の
時
間
内
で
15
時
か
ら
16
時
ま
で

1
人
の
保
育
士
が
変
わ
る
。
保
育
資
格
が
な
い
人

は
従
事
し
て
い
な
い
。

補
聴
器
購
入
の
補
助
を
求
め
る

問
補
聴
器
の
購
入
補
助
は
、
松
川
村
、
大
町
市
な
ど
が

実
施
し
て
い
る
。
前
回
町
は
、
近
隣
市
町
村
を
調
査

し
検
討
す
る
、
と
回
答
し
た
。
町
の
考
え
を
問
う
。

答
松
川
村
、
大
町
市
、
安
曇
野
市
は
、
上
限
3
万
円
の

補
助
を
し
て
い
る
、
松
本
市
、
塩
尻
市
は
前
向
き
に

検
討
の
方
針
。
松
本
市
、塩
尻
市
の
対
応
を
見
て
検
討
す
る
。

近
視
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
町
の
具
体
的
対
応
は

問
眼
鏡
が
必
要
と
さ
れ
る
子
ど
も
に
対
し
て
町
の
対
応

が
具
体
的
で
な
い
。
日
常
の
生
活
や
学
習
に
影
響
が

あ
る
の
で
、
専
門
医
の
診
療
や
眼
鏡
購
入
に
繋
ぐ
対
応
を

求
め
る
が
。

け
る
。問

社
会
教
育
の
中
で
の
平
和
教
育
の

推
進
は
。

答
「
上
原
良
司
を
偲
ぶ
会
」
や
、
み

の
り
塾
の
講
座
の
な
か
で
検
討
し

て
い
く
。

答
対
象
児
童
の
家
庭
に
受
診
の
知
ら

せ
を
し
て
い
る
。
昨
年
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
し
て
お
り
、
眼
鏡
購
入
補

助
は
考
え
て
い
な
い
。

「ふれあい農園」からの
素晴らしい景観
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安
部
　
誠 

議
員

地
域
循
環
型
社
会
で

賑
わ
い
を
つ
く
る
方

策
は

大
出
　
美
晴 

議
員

広
津
地
区
展
望
台
の

環
境
整
備
を

一
般
質
問問

植
林
と
展
望
台
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
。

広
津
地
区
に
お
け
る
展
望
は
、
未
来
を
想
像
し

な
が
ら
場
所
の
選
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
。答

こ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
地
元
自
治
会
が
環
境

整
備
の
一
環
と
し
て
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
」
を
活
用
し
、
展
望
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備

し
た
。

展
望
台
周
辺
の
森
林
は
国
庫
補
助
事
業
を
導
入
し
整

備
し
た
森
林
で
も
あ
る
た
め
簡
単
に
伐
採
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
町
の
補
助
金
を
活
用
し
た
展
望
ス
ポ
ッ

ト
で
も
あ
り
、
10
年
以
上
経
過
す
る
の
で
、
森
林
組

合
等
の
林
業
事
業
体
に
新
た
な
森
林
整
備
を
働
き
か

け
る
。

農
業
法
人
の
考
え
方
に
つ
い
て

問
農
業
法
人
の
具
体
的
な
進
め
方
を
問
う
。

答
9
月
3
日
か
ら
私
（
町
長
）
が
信
州
池
田
ア
グ

リ
株
式
会
社
の
新
代
表
に
就
任
す
る
こ
と
が

株
主
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。
地
方
自
治
法
の
関
係
上
、

就
任
に
は
会
社
の
株
式
を
2
分
の
1
以
上
取
得
す
る

こ
と
が
条
件
と
な
る
。
今
後
、
会
社
運
営
は
町
の
意

向
が
反
映
さ
れ
、
か
つ
職
員
の
派
遣
も
可
能
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
は
営
業
規
模
を
問
わ
ず
農
業
者
の
意
見
を

問
地
産
地
消
の
推
進
の
た
め
に
、
常
設
直
売
所
が
必
要

と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

答
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
内
と
J
A
池
田
支
所
隣
接
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
内
の
農
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー

を
充
実
す
る
よ
う
協
議
す
る
の
が
現
実
的
で
あ
る
。

問
直
売
所
は
観
光
客
の
町
産
物
購
買
の
場
と
な
り
、
産

業
振
興
の
推
進
に
繋
が
る
。
町
長
の
見
解
を
問
う
。

答
行
政
が
販
売
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
生
産
者
の
方

と
つ
な
が
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
の
が
重
要
で
あ

る
。
信
州
池
田
ア
グ
リ
株
式
会
社
が
公
的
に
な
る
の
で
会

社
で
取
り
扱
え
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
十
分
に
対
応
で
き
る

と
考
え
る
。

問
信
州
池
田
ア
グ
リ
株
式
会
社
が
実
際
稼
働
し
て
い
く

ま
で
の
町
の
対
応
を
問
う
。

答
生
産
者
と
販
売
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
大
事
で
あ
る
。

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
、
地
産
地
消
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

も
少
な
く
、
脱
炭
素
に
も
繋
が
る
の
で
、
強
化
し
て
い
き

た
い
。
農
業
者
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、
一
番
適

し
た
方
法
を
探
っ
て
い
く
。

問
小
規
模
農
家
へ
の
地
産
地
消
の
取
組
み
の
支
援
と
し

て
、
若
い
人
に
農
作
物
の
生
産
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
で
き
な
い

か
。
見
解
を
問
う
。

答
県
や
農
協
等
が
実
施
す
る
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
と

共
催
を
模
索
し
て
い
く
。
農
業
分
野
で
着
任
し
た
地

「いけだまち議会だより」の表紙について「いけだまち議会だより」の表紙について
議会報編集特別委員会では表紙を新たなデザインにしようと試み
ています。
これまでの表紙は町の風景や子どもの活動などを中心として来ま
したが、全国の優れた「議会だより」を参考に、「各定例議会の内
容がひと目でわかる表紙」にすることで、議会への関心を高めてい
ただき、町民の皆さんに議会をより身近に感じてもらえたらと考え
ています。
No.147号では、議員の一般質問のテーマを一覧で紹介させてい
ただきました。これは、議会でどのような課題が話し合われている
かを知っていただくための新しい試みです。
これからも、議会活動への理解を深めていただけますよう工夫を
続けて参ります。引き続き、「池田町議会だより」にご注目いただ
きますようお願い申しあげます。

議会報編集特別委員会委員長 薄井孝彦
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一
般
質
問

聴
取
集
約
す
る
こ
と
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。

旧
北
保
育
園
の
見
通
し
は

問
建
物
の
解
体
を
進
め
る
の
か
。

答
旧
北
保
育
園
は
公
共
施
設
と
し
て
の
活
用
を
考

え
て
い
な
い
。
民
間
事
業
者
へ
の
売
却
を
考
え

て
お
り
、
出
来
れ
ば
不
動
産
業
者
等
に
購
入
し
て
い
た

だ
き
、
住
宅
等
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。
た
だ
民
間
活

用
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
地
元
自
治
会
の
役
員

会
に
職
員
が
出
席
し
、
町
と
し
て
は
手
放
す
方
向
を
考

え
て
い
る
旨
は
伝
え
て
あ
る
。
今
後
も
話
し
合
い
を
行

い
、
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
多
様
化
の
時
代
に
向
け
た
考
え
方
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
。
民
間
保
育
園
を
増
や
し

て
い
く
の
か
。

答
一
概
に
公
立
園
と
私
立
園
の
良
さ
を
比
較
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
ど
も
園
に
お
い
て
は

「
選
択
で
き
る
こ
と
」
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

考
え
る
。
今
後
も
新
し
い
民
間
こ
ど
も
園
と
の
情
報
交

換
を
積
極
的
に
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
教
育
委
員

会
と
も
話
し
合
っ
て
、今
後
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
。

を
計
画
し
た
い
。
一
方
で
細
か
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
分
の
混
入
も
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
今
は
現
状
の
処
理
方
法
を
進
め

る
。

域
お
こ
し
協
力
隊
が
5
人
い
る
の
で
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し

て
検
討
し
て
い
く
。

問
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
B
級
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
で
町

飲
食
の
活
性
化
と
地
産
地
消
で
地
域
振
興
を
図
る
価

値
は
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

答
以
前
、
振
興
公
社
と
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ハ
ー

ブ
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

レ
シ
ピ
が
誕
生
し
、
レ
シ
ピ
本
も
販
売
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を

有
効
活
用
し
、
キ
ッ
チ
ン
ハ
ー
ブ
の
普
及
を
検
討
し
た
い
。

地
域
資
源
の
活
用
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進

問
日
経
新
聞
2
0
2
5
年
5
月
6
日
の
「
汚
泥
肥
料
、

新
潟
で
広
が
る
、
自
治
体
生
産
、
下
水
や
浄
化
槽
由

来
」
の
記
事
で
、
廃
棄
物
の
削
減
と
肥
料
の
安
定
供
給
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
終
末
汚
水
処
理
場
の
汚
泥

の
処
理
状
況
を
問
う
。

答
6
年
度
の
発
生
汚
泥
は
重
量
換
算
で
は

4
万
2
千
1
4
3
t
で
あ
る
。
場
外
搬
出
の
脱
水

汚
泥
は
5
3
6
t
で
、
そ
の
う
ち
3
分
の
2
の
3
5
8
t

を
土
壌
改
良
剤
や
肥
料
化
し
、
3
分
の
1
の
1
7
8
t
は

セ
メ
ン
ト
等
の
材
料
と
し
て
の
処
理
で
あ
る
。

問
汚
泥
肥
料
は
廃
棄
物
資
源
の
活
用
と
農
業
支
援
に
も

つ
な
が
る
。
新
潟
の
事
例
検
討
に
対
す
る
町
長
の
見

解
を
問
う
。

答
脱
水
汚
泥
の
処
理
は
事
業
所
に
お
願
い
し
て
い
る
。

担
当
課
に
指
示
し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
処
理
の
見
学

広津地区展望台
周りの木が伸び景色が見えない

陳情・請願陳情・請願
「さらなる小人数学級推進と教員増のための教育予算
確保」「義務教育国庫負担制度の堅持・拡充」を求め
る請願
請願団体：長野県教職員組合大北支部池田町単組
【内容】
子どもに寄り添った教育を実現するため上記の項目
を国・県に要望する。
【審議結果】全議員の賛成で「採択」

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める
意見書採択の請願
請願団体：長野県教職員組合大北支部池田町単組
【内容】
教員の過重労働の原因となっている
国の学習指導内容を精選するよう国に要望する。
【審議結果】全議員の賛成で「採択」

高額医療費窓口負担引き上げの中止・撤回を
求める陳情
陳情団体：中信健康友の会池田支部
【内容】
高額医療費の負担額上限引き上げは
治療継続が困難になるので撤回を国に求める。
【審議結果】全議員の賛成で「採択」

柏崎刈羽原発の再稼働見直しと長野県民の意思を確
認する意見書提出
陳情団体：池田町町民有志
【内容】
柏崎刈羽原発で事故が起きれば長野県への環境的被
害は免れない。長野県民の声を聞くべき。
【審議結果】賛成多数「趣旨採択」
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町
の
人
の
声

池田町
良いトコロ！
こうなれば
もっと良イイ！

池田町
良いトコロ！
こうなれば
もっと良イイ！

町
の
人
の
声

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
皆
さ
ん
の
町
政
・
議
会
へ
ご
意
見
や
、

お
考
え
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。次
回
は
１２
月
定
例
会
で
す
。

取
材
に
行
き
ま
し
た
ら
ご
協
力
下
さ
い
。

❶ 町のよいところ

静かな所がよいことでもあります。
❷ こうなればもっとイイ！

もっと交流の場や出かけたくなる
イベントがあれば。スポーツ、文
化活動など日頃の集まりを紹介し
て頂ければ、新しい出会いになる
のでは。

西 虹音 さん

（高瀬中１）

地区：坂下

❶ 町のよいところ

山に囲まれて自然が豊かな所がイイ。
❷ こうなればもっといい！

正直、高齢化とか言われていて、この町の人
を増やせることがあればいいな。
大きなショッピングモールとかあればいいか
なとも考えたけど、自然はどうなるんだろ
うって…考えている。

❶ 町のよいところ

人が親切だと思う。横断
歩道でも止まってくれ
る！東京で渡り終わって
お辞儀したら驚かれ、拍
手された。
❷ こうなればもっといい！

私たちが、遊びに行けると
ころがあればいいのに。雨
が降った時や暑い日にも遊
べる所があればうれしい♬
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【
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
】

委
員
長
　
　
薄
井
孝
彦

副
委
員
長
　
服
部
久
子

委
　
　
員
　

　
　
〃
　
　
三
枝
三
七
子

　
　
〃
　
　
安
部
　
誠

　
　
〃
　
　
和
澤
忠
志

【編
集
後
記
】

　
今
年
の
夏
の
猛
暑
は
、
今
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
気

候
で
し
た
。
急
激
な
気
候
変
動

に
危
機
感
を
持
た
れ
た
方
が

多
く
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
早
急
に
C
O
²

を

出
さ
な
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
実
施
す
る
必
要
を

感
じ
ま
し
た
。

　
議
会
報
編
集
委
員
に
な
り
、

若
い
方
に
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
10

代
、
20
代
の
若
者
や
子
育
て
世

代
の
生
活
・
思
い
に
密
着
し
た

施
策
を
行
政
か
ら
引
き
出
し
、

議
会
の
取
り
組
み
を
掲
載
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
が
付
か
れ
た
ご
意
見
・
ご
要

望
な
ど
を
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

                      

服
部
久
子

次回議会だよりは令和8年1月28日（水）を予定

西　絢子さん・紡希さん

　　　　　　　（会染小４）
地区：坂下

つむ ぎじゅんこ

山本まき子さん

地区：花見

　

ななと

❶ 町のよいところ

近隣の方とのかかわりが、
適度な距離感で良い…！
❷ こうなればもっとイイ！

子供と歩いて行ける場所に
公園が欲しい。
子供とお年寄りにとって、
交通の便が良くなって欲しい。

A・S　さん

地区： 南台


